
【工事の内容】
(一)接岨峡線（榛原郡川根本町犬間）市代橋は昭和62年に架設され、経年変化による防護柵の塗膜劣化が著し

いことから、効率的な維持管理を目的に防護柵の塗装を塗り替える工事を実施します。今回の景観検討は『橋梁用
防護柵』が対象とされました。

（一）接岨峡線 榛原郡川根本町犬間 [市代橋 防護柵塗装]
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【位置図】 【現況】

景観検討会議結果

Ⅰ 防護柵の色彩・デザインに配慮する
・周辺環境や前後の防護柵、橋梁の色彩に配慮する

Ⅱ 防護柵に装飾は控える
・周辺の環境から浮き上がらないように配慮する

ふじのくに色彩・デザイン指針
《 留意事項 》

市代橋

景観検討会議対象

（橋梁用防護柵）

検討案２【ダークグレー】

検討案１【現在の色】

検討案3【グレーベージュ】
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ダークグレーを採用


